
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

公募推薦Ⅰ期

物理基礎

物体の運動、波、電気の３つの分野について、基礎から標準的な
レベルで出題している。
特に、基本的な知識や考え方を十分に身につけているかを問うて
いる。
また、公式を単に暗記するだけではなく、その背後にある物理法
則をしっかり修得しておくことが必要な問題を出題している。
更に、数値で解答する問題や文字式で解答する問題に加えて、作
図する問題も出題し、物理的な関係性を図に表す習慣を身につけ
ているかも確認している。

①大学(薬･香薬以外)・短大
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1徳島文理大学　2026　公募Ⅰ　理・人・保・総・文・短　物

物理基礎 	 推薦Ⅰ期

Ⅰ　
1　⑴　（導出過程）

重力の斜面Aに平行な成分を用いて運動方程式を立てると，

ma = mɡsinθ

よって，

a = ɡsinθ

（答）ɡsinθ〔m/s 2〕

⑵　（導出過程）
初速度は 0だから，求める速さ は， = at となる。
また，⑴より a = ɡsinθだから，

= ɡtsinθ

（答）ɡtsinθ〔m/s〕
⑶　（導出過程）

初速度は 0だから，求める距離 は， となる。

また，⑴より a = ɡsinθだから，

（答） 〔m〕

⑷　（導出過程）
θが 30°，ɡが 9.8m/s 2，tが 2.0 秒だから，

⑶より，求める距離は

（答）9.8〔m〕

2　⑴　（導出過程）
重力の斜面Bに平行な成分を用いて運動方程式を立てると，

má = mɡsinθ­ µ́mɡcosθ

よって，

á = ɡsinθ­ µ́ɡcosθ= ɡ(sinθ­ µ́cosθ)

（答）ɡ(sinθ­ µ́cosθ)〔m/s 2〕
⑵　（導出過程）

初速度は 0だから，求める速さ ́ は， ́ = át となる。
また，⑴より á = ɡ(sinθ­ µ́cosθ) だから，

́ = ɡt(sinθ­ µ́cosθ)

（答）ɡt(sinθ­ µ́cosθ)〔m/s〕
⑶　（導出過程）

初速度は 0だから，求める距離 は， となる。

⑴より á = ɡ(sinθ­ µ́cosθ) だから，

（答） 〔m〕

⑷　（導出過程）

θが 30°，µ́ が ，ɡが 9.8m/s 2，tが 2.0 秒だから，

⑶より，求める距離は

（答）4.9〔m〕
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2　⑴　

⑵　

⑶　（導出過程）
⑴および⑵の図から，最初の固有振動の位置 l 1，二番目の位置 l 2 はそれぞれ波長と開口端補正を使って次のようになる。

よって波長λは，

λ= 2( l 2 ­ l 1)
= 2 ×(17.5 × 10­2 ­ 5.0 × 10­2)
= 2.50 × 10­1

（答）2.50 × 10­1〔m〕

⑷　（導出過程）
開口端補正は，

（答）1.3 ×10­2〔m〕

⑸　（導出過程）
3 番目の共鳴の位置は，2番目の位置からさらに半波長分，管の中に入った位置になる。

（答）3.00 × 10­1〔m〕(または 30.0cm)

⑹　（導出過程）
音速は求められた波長と音源の振動数から，

V = fλ
= 1.38 × 103 × 2.50 × 10­1

= 3.45 × 102

（答）3.45 × 102〔m/s〕（345m/sも可）

Ⅲ　
1　⑴　（導出過程）

R1 = RA + RA = 2RA

（答）2RA〔Ω〕

⑵　（導出過程）

よって，

（答） 〔Ω〕

Δι

ι1

Δι

ι2



2 3徳島文理大学　2026　公募Ⅰ　理・人・保・総・文・短　物

2　（導出過程）

（答） 〔Ω〕
3　⑴　（導出過程）

（答） 〔Ω〕

⑵　（導出過程）

（答）2RA〔Ω〕
4　⑴　（導出過程）

（答） 〔Ω〕

⑵　（導出過程）

（答） 〔Ω〕


